
令和６年度 サン・ワーク藤川事業報告 

 

【施設種別】 障害者総合支援法による多機能型（通所）事業所 

【利用定員】生活介護事業     １８名 

               【利用定員】就労継続支援Ｂ型事業 １２名 

                 計              ３０名 

 

本年度は、利用者減、感染症（新型コロナ等）による利用減等があったため、

前年と比べ若干の減収となった。各事業においては、B 型事業ではベイク製品、

門松販売等の増加により月額平均工賃額を少し伸ばすことができた。障害者就労

については本年度も輩出できなかった。生活介護事業にあっては、生活の質を高

める支援等を目的として以下の事業を一体的に行うとともに、利用者が生き生き

と安全に安心して日々の暮らしができるよう支援に努めた。施設整備としてはエ

アコン交換等を行った。なお、主たる対象者は知的障害者とした。 

 

１ 事業の方針 

  「愛するものは愛される」の基本理念のもと｢成長と可能性を信じて｣をスロ

ーガンに、サン・ワーク藤川を利用する障害者が希望を持って通い、地域生

活に必要な社会性を身につけ、働く喜びを感じ、就労や生産活動に従事でき

るよう、次の目標を掲げ支援に努めた。 

 （１）あいさつがしっかりできること 

 （２）体力・持続力・忍耐力・協調性を養うこと 

 （３）社会人としての心構え、精神力を高めること 

 （４）社会人として必要な一般常識・礼儀作法・身だしなみ等生活能力を高め

ること 

 （５）作業活動、職場実習等により就労に必要な技能を高めること 

 （６）日中活動が、楽しく、生きがいのあるものとなるように、関係者全員努

めること 

２ 事業内容ならびに支援内容 

「就労継続支援Ｂ型事業」 

   一般企業に雇用されることが困難な方、雇用されていたが継続雇用が困難

となった方、就労移行支援によっても雇用に至らなかった方等に、生産活動

の機会を提供し、就労に必要な知識、能力の向上のための訓練、支援を行っ



た。これら対象者に加え、５０歳に達している方、障害基礎年金１級受給者

の内、継続事業の対象者と思われる方も対象とした。 

 （１）生産活動は、パン・菓子の製造販売、門松製作販売、農耕作業、外注作

業等を主とし個々の適性にそった作業活動とした。 

 （２）就労支援は、就労アセスメント（評価・分析）、職能評価、就労準備訓

練としたが該当者がいなかった。 

 （３）工賃の支払いは、生産活動に従事した方に対し、事業収入から必要経費

を控除した額に相当する工賃額とし、１人平均月額２１,４０９円の金額

となった。 

 （４）販路の拡大を図るため、行政等との協力体制をとった。 

 （５）レクリエーション活動は、心身機能の安定を図るため音楽、映像観賞、

運動等を行った。 

「生活介護事業」 

   地域生活において安定した生活を営むため、常時介護が必要な方に、食事、

排泄等の生活支援、生産活動、創作的活動等を提供し、身体機能の維持向上、

生活能力の向上に必要な支援に努めた。 

（１） 生活支援は、食事、排泄、身だしなみ、着脱衣、歩行等を行った。 

（２） 生産活動は、アルミ缶作業、外注作業等を主とした。   

（３）工賃の支払いは、生産活動に従事した方に対し、事業収入から必要経費   

を控除した額に相当する工賃額とし、１人平均月額２,９３６円の金額と

なった。 

 （４）創作的活動は、絵画・書道等を行った（施設内展示、障害者作品展出展） 

 （５）レクリエーション活動は、心身機能の安定を図るため音楽、映像観賞、

運動等を行った。 

３ 営業日数および時間 

 （１）営業日は、月曜日から金曜日とした。但し、行事があるときは土曜日営

業（町内運動会、町内夏祭り）も実施した。 

（２）営業時間は、午前９時から午後４時までとした。 

４ 社会参加活動ならびに地域交流 

   障害者の社会生活が円滑に営まれるよう、個別支援計画に基づき、地域住

民との交流や社会参加を通して、社会性を養うことに努めた。 

 （１）地域行事への参加、バザー参加 

（２）ボランティア活動（藤川松並木下草刈・清掃、豊臣公園清掃等）は毎月

行った。 



５ 保健衛生 

 （１）春・秋の嘱託医による定期健康診断を実施した。 

 （２）毎日の健康チェック、保護者、医療機関との連携を図った。 

 （３）感染症（新型コロナ等）対策（消毒、清掃、検温、体調チェック、簡易

キット検査）及び施設内衛生管理の周知徹底に努めた。 

 （４）感染症対策職員研修（年２回）・感染症対策委員会（３ヵ月に１回）。 

６ 危機管理体制 

   大規模災害の発生に備え、サン・ワーク藤川の防災計画に基づき、各種訓

練（年４回）を実施するとともに、災害時の保護者との連絡体制強化に努め

た（安否確認メールサービス「通称：絆ネット」新型コロナ連絡サービスと

しても活用）。 

７ 苦情解決 

   苦情に対する窓口担当者を配置し、迅速かつ適切に対応した（該当事例無）。 

８ 身体拘束 

   利用者の生命、身体保護のために緊急やむをえない場合を除き、身体的拘

束、行動を制限する行為をしないように努めた。身体拘束適正化委員会（年

２回）。 

９ 虐待防止 

   利用者の人権擁護、虐待防止等の必要な体制の整備を行うとともに、職員

へ周知徹底に努めた。虐待防止委員会（年２回）。 

１０施設運営整備 

   固定資産物品として食堂エアコン交換、パソコン（２台）買替。 

１１ 職員の資質向上 

（１） 職員の資質向上のための施設内研修や他機関で開催される各種研修等

に参加した。 

〇施設内研修 

・感染症予防・まん延防止研修（５月、１０月） 

・身体拘束適正化研修（７月） 

・BCP 研修（自然災害）（１１月）（感染症）（１２月） 

・虐待防止研修（１月） 

〇外部各種研修 

・虐待防止・身体拘束適正化研修（愛知県知的障害者福祉協会オンラ 

イン研修）（６月） 

・権利擁護研修会（岡崎市社会福祉協議会）（６月） 



・安全運転管理者講習（愛知県安全運転管理協議会オンライン研修） 

（７月） 

・苦情解決責任者等研修会（愛知県社会福祉協議会オンライン研修） 

（１月）  

・愛知県障害者虐待防止・権利擁護研修（愛知県）（１月） 

 （２）運営に関する研修、工賃アップを図るための創意・工夫に努めた。 

 （３）愛知玉葉会法人研修（中止） 

 

１２ 諸会議 

会 議 名 出  席  者 開催日 

施設運営連絡会議 愛知玉葉会障害関係施設の係長以上の役職者 月１回 

職員会議 全事業の常勤職員対象 月１回 

ケース検討会議 サービス管理責任者と各事業職員等 月１回 

利用者会議 全利用者対象 月１回 

   

１３ 年間実施行事（令和６年度） 

                      

月 

行  事 保健衛生 その他 

４ 利用者交流会（１日） 

避難訓練（２２日） 

往診（３日） 

検便（１８日） 

 

５ 梅の収穫（８日）  往診（８日） 

定期健診（８日） 

春季休暇 

(３日～５日) 

６ 藤川町民運動会（８日） 食中毒予防（１日） 

往診（５日） 

 

７ 夏季実習受入（なし） 

避難訓練（２２日） 

往診（３日）   

生活習慣病健診（２６日） 

（X 線、血液検査、心電図） 

 

８ 大掃除（９日） 

藤川町夏祭り（１７日） 

 

往診（７日） 

検便（２８日） 

夏季休暇 

（１３～１５

日） 

９  往診（４日）  

１０ 藤花荘ふれあいまつり（１９日） 

避難訓練（２１日） 

往診（２日） 

定期健診（２日） 

 



１１ 

 

学区総合防災訓練（３日パン納品） 

門松製作（５～３０日） 

市場町防災訓練（２４日パン納品） 

岡崎看護学校販売（３０日） 

インフルエンザ予防接種・

往診（６日） 

 

１２ 

 

門松製作（１～２７日） 

 

往診（４日） 

検便（１２日） 

冬季休暇(２９

日～１月３日) 

１ 大掃除（６日） 往診（８日）  

２ 避難訓練（１７日） 

保護者面談（１７日～２８日） 

往診（１９日）  

３ 保護者面談（３日～７日） 往診（５日）  

そ

の

他 

工賃支払(毎月２５日) 

藤川松並木ＣＧＣ（清掃、緑、保

全）活動、豊臣公園清掃 

ベイク定期販売先 

岡崎市役所、高年者センター、

MMC（三菱岡崎工場内）、中部

電力、アイシン 

社会見学  

全体 ６月 幸田町・本光寺 

小グループ 

３月 豊川ぎょぎょランド 

 

調理実習 

５月 ホットドック 

１０月 さつまいも 

年２回の血圧測定・検尿 

（高血圧の方は週２回） 

検便（全職員・一部利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅰ 職員状況 

 

１、職員配置状況                   令和７年３月３１日現在 

区 分 管理者 サービス管

理責任者 

生 活 支

援員 

職 業 指

導員 

看護師 作業員 嘱託医 計 

常勤 １ １ ４ １ ０ ０ ０ ７ 

非常勤 ０ ０ ３ ０ １ ０ １ ５ 

 ※作業員は障害者雇用 

 

Ⅱ 利用者状況 

 

１．定員及び現員             令和７年３月３１日現在 

区 分 

 

定 員 

 

現 員（利用契約） 計 

 男 女 

就労継続Ｂ型 １２ １１ １ １２ 

生活介護 １８ １６ ６ ２２ 

計 ３０ ２７ ７ ３４ 

※利用契約は定員の１２５％まで可。利用契約者の中には週２～３日の方も複数名あり 

 

２．市町村別人員                   令和７年３月３１日現在 

区 分 岡崎市 西尾市 幸田町 蒲郡市 あま市 豊田市  計 

就労継続Ｂ型  ８ １ １ １ １ ０  １２ 

生活介護 １９ ０ ２ ０ ０ １  ２２ 

計 ２７ １ ３ １ １  １  ３４ 

 

３．年齢別人員調べ                  令和７年３月３１日現在 

区 分 ２０歳未

満 

２０歳～

２９歳 

３０歳～

３９歳 

４０歳～

４９歳 

５０歳～

５９歳 

６０歳～

６９歳 

７０歳以

上 

計 

就労継続Ｂ型 ０ ４ １ ３ ２ １ １ １２ 

生活介護 ０ ２ １４ ４ １ １ ０ ２２ 

計 ０ ６ １５ ７ ３ ２ １ ３４ 

 平均年齢  就労継続 B 型 ４２．５歳 生活介護 ３８．０歳 



       全体 ３９．６歳 

 

４．在籍年数                     令和７年３月３１日現在 

区 分 １年未満 １～３未満 ３～５未満 ５～１０未満 １０年以上 計 

就労継続Ｂ型 １ １ １ ５ ４ １２ 

生活介護 ２ ３ １ ３ １３ ２２ 

計 ３ ４ ２ ８ １７ ３４ 

 在籍平均  就労継続 B 型 ９．２年 生活介護 １０．９年 

       全体 １０．３年 

 

５．入退所状況             令和７年３月３１日現在 

区 分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

就労継続 

Ｂ型 

入所 ０ ０ １ ０ ０ ０ 

退所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

生活介護 

 

入所 ０ ０ ０ ０ ０ １ 

退所 ０ １ １ ０ ０ ０ 

区 分 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

就労継続 

Ｂ型 

入所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

退所 １ ０ １ ０ ０ ０ ２ 

生活介護 

 

入所 ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ 

退所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 

 

６．障害認定区分                   令和７年３月３１日現在 

区 分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分なし 計 

就労継続Ｂ型 ０ １ ２ ９ ０ ０ ０ １２ 

生活介護 ０ ０ ２ ６ １１ ３ ０ ２２ 

計 ０ １ ４ １５ １１ ３ ０ ３４ 

 

 

 

 

 

 



７．基本的生活状況調べ 

（１）食事                      令和７年３月３１日現在 

区 分 ほぼ自立 見守り 一部介助 要介助 全介助 計 

就労継続Ｂ型 １１ １ ０ ０ ０ １２ 

生活介護 ９ ６ ５ ２ ０ ２２ 

計 ２０ ７ ５ ２ ０ ３４ 

（２）排泄                      令和７年３月３１日現在 

区 分 ほぼ自立 見守り 一部介助 要介助 全介助 計 

就労継続Ｂ型 １２ ０ ０ ０ ０ １２ 

生活介護 ９ ５ ５ ３ ０ ２２ 

計 ２１ ５ ５ ３ ０ ３４ 

 

 

８．各種福祉手帳所持状況             令和７年３月３１日現在 

区 分 療育（愛護）手帳 障害者手帳 

Ａ度 Ｂ度 Ｃ度 計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計 

就労継続Ｂ型 ９ ３ ０ １１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ 

生活介護 １７ ３ ０ ２１ ３ ０ ２ ０ １ １ ７ 

計 ２６ ６ ０ ３２ ３ １ ２ ０ １ １ ８ 

＊Ｂ型、生活療育手帳所持なし各１名あり 

                

９．身元引受人等状況               令和７年３月３１日現在 

区 分 父母 兄弟 

姉妹 

おじ 

おば 

いとこ その他 なし 計 

就労継続Ｂ型 ８ ３ ０ ０ ０ １ １２ 

生活介護 ２０ １ ０ ０ ０ １ ２２ 

計 ２８ ４ ０ ０ ０ ２ ３４ 

＊なしは成年後見人のみ 

 

 

 


